
帯広畜産大学大学院畜産学研究科学位審査委員会実施要領 

 

平成30年２月27日 制定 

改正 令和元年11月６日 

令和４年３月２日 

令和４年４月18日 

令和４年７月12日 

 

（学位審査委員） 

１ 学位審査委員会の審査委員予定者の選考及び審査委員の決定手続きは，次のとお

りとする。 

(1) 審査委員予定者の選考は，帯広畜産大学学位規程（以下「学位規程」という。）

第８条の２の規定に基づき，原則として主指導教員が行うものとする。 

(2) 主指導教員は，審査委員予定者の名簿を，別記様式第１号により学位論文を提

出しようとする月の前々月末日までに教務課に提出しなければならない。ただし，

早期修了希望者については，在学期間の短縮が認められた後，速やかに教務課に

提出するものとする。 

(3) 学位規程第４条第４項に基づき論文の提出により学位を申請する者について

は，帯広畜産大学大学院畜産学研究科学位取扱細則第９条第12号の推薦教員は，

審査委員予定者の名簿を，当該学位論文の提出期限までに教務課に提出しなけれ

ばならない。 

(4) 前２号の審査委員予定者に学位規程第８条の２第５項に規定する資格審査が

必要な者がある場合，大学教育センター大学院教育部会議（以下「大学院教育部

会議」という。）において，速やかにその者の資格審査を行うものとする。 

(5) 大学院教育部会議は，前４号をもとに審査委員を決定するものとする。 

（課程修了による学位申請者の審査） 

２ 課程修了予定者の学位論文（修士論文については，特定の課題についての研究の

成果を含む。以下「論文等」という。)の審査及び最終試験の実施は，次のとおり

とする。 

(1) 学長は，当該学生の主査に論文等を送付するとともに，別記様式第２号により

論文審査及び試験の実施について依頼するものとする。 

(2) 学位審査委員会は，前号の実施依頼後，９月修了予定者は８月末日，３月修了

予定者は２月末日までに論文等の審査及び最終試験を実施し，その結果を報告す

るものとする。 

(3) 論文等は，審査委員の校閲を経た後，原則として公開の審査会により発表を行

うものとする。 

(4) 論文等の審査及び最終試験は，所定の期間内に行うものとし，それぞれの結果

は，合格又は不合格とする。 



(5) 最終試験は，学位論文を中心として関連のある授業科目又は専門分野等につい

て，口述又は筆記により行うものとする。 

(6) 審査委員は，別記様式第３号により論文等の審査及び最終試験の結果の要旨に

ついて報告するものとする。 

（論文提出による学位申請者の審査） 

３ 論文提出により博士の学位を受けようとする者の学位論文（以下「論文」という。）

の審査及び学力の確認の実施は，次のとおりとする。 

(1) 学長は，当該学位申請者の主査に論文を送付するとともに，別記様式第４号に

より論文審査及び学力の確認の実施について依頼するものとする。 

(2) 論文は，審査委員の校閲を経た後，原則として公開の審査会により発表を行う

ものとする。 

(3) 論文の審査及び学力の確認は，所定の期間内において行うものとし，それぞれ

の結果は，合格又は不合格とする。 

(4) 学力の確認は、学位論文に関連のある専門分野等について，口述又は筆記によ

り行うものとする。 

(5) 審査委員は，別記様式第５号により論文審査及び学力の確認の結果の要旨につ

いて報告するものとする。 

（学位論文の閲覧・公表） 

４ 審査終了後の学位論文の閲覧・公表等は，次のとおりとする。 

(1) 修士論文は，１部を附属図書館，１部を当該専攻で保管し，閲覧に供するもの

とする。 

(2) 博士論文は，帯広畜産大学学術情報リポジトリで公表するものとする。 

(3) 論文の題目及び著者名は，その年内に発刊される帯広畜産大学学術研究報告に

掲載するものとする。 

 

附 記 

１ この実施要領は，平成30年４月１日から実施し，平成30年度入学者から適用する。 

２ 国立大学法人帯広畜産大学学位論文審査要領は廃止する。 

３ 前項の規定にかかわらず，平成30年３月31日に大学院畜産学研究科に在籍する学

生が引き続き在籍する間は，当該要領は存続するものとする。 

附 記 

この実施要領は，令和元年11月６日から実施する。 

附 記 

この実施要領は，令和４年４月１日から実施する。 

附 記 

この実施要領は，令和４年４月18日から実施する。 

附 記 

この実施要領は，令和４年７月12日から実施し，令和４年４月１日から適用する。 



 

別記様式第１号（第１項第２号関係） 

 

 

 

学位論文審査委員予定者名簿 
 

 

 

 

年  月  日  

専攻・コース名 修了予定者 主  査 副     査 

   

  

  

   
  

  

   
  

  

   
  

  

   
  

  

 

 



別記様式第２号（第２項第１号関係） 

 

    年  月  日

 

主査      殿 

 

学 長 

 

 

学位論文審査及び試験の実施について（依頼） 

 

このたび提出された下記の者の学位論文について，大学教育センター大学院教育部会

議の議に基づき，審査及び試験の実施を依頼します。 

 

記 

 

専 攻 

氏 名 

 

 

（Ａ４判） 



別記様式第３号（第２項第６号関係) 

 

    年  月  日

 

学 長 殿 

 

主 査           

 

学位論文審査及び最終試験の結果の要旨に

ついて(報告) 

 

   年  月  日付けで依頼されました下記の者の学位論文審査及び最終試験

の結果の要旨を別紙１及び別紙２のとおり報告いたします。 

 

記 

 

専 攻 

氏 名 

 

 

（Ａ４判） 



別記様式第４号（第３項第１号関係） 

 

    年  月  日

 

主査      殿 

 

学 長 

 

学位論文審査及び学力の確認の

実施について（依頼） 

 

このたび提出された下記の者の学位論文について，大学教育センター大学院教育部会

議の議に基づき，審査及び学力の確認の実施を依頼します。 

 

記 

  

氏 名 

 

 

 

（Ａ４判） 



別記様式第５号（第３項第５号関係) 

 

    年  月  日

 

学 長 殿 

 

主 査          

 

学位論文審査及び学力の確認の結果の要旨について（報告） 

 

 

    年  月  日付けで依頼されました下記の者の学位論文審査及び学力の確

認の結果の要旨を別紙１及び別紙３のとおり報告します。 

 

 

記 

 

氏 名 

 

 

 

（Ａ４判） 



  
 

 （別紙１） 

 

学位論文審査の結果の要旨 

 

専       攻  

氏 名           

 

 

 

 

審 査 委 員 署 名          

 

 

 

 

 

 主  査                   

 副  査                   

 副  査                   

 副  査                   

 副  査                   

題 目          

 

 

審査結果の要旨（1,000 字程度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 学位論文の基礎となる学術論文 

 

 



  
 

 

 （別紙２） 

 

最終試験の結果の要旨             

 

専       攻  

氏 名           

 

 

 

 

審 査 委 員 署 名          

 

 

 

 

 

 主  査                   

 副  査                   

 副  査                   

 副  査                   

 副  査                   

 

実 施 年 月 日          

 

年  月  日 

 

試 験 方 法          

（該当のものを○で 

  囲むこと） 

 

 口述・筆記 

 

要        旨 

 

 

 



  
 

 （別紙３） 

 

 

学力の確認の結果の要旨 

 

 

 

氏 名          

 

 

 

 

 

 

審 査 委 員 署 名          

 

 

 

 

 

 主  査                   

 副  査                   

 副  査                   

 副  査                   

 副  査                   

 

 

実 施 年 月 日          

 

年  月  日 

 

試 験 方 法          

（該当のものを○で 

  囲むこと） 

 

 口述・筆記 

 

要        旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


